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【

人

物

一

覧

表

】

譲

羽

（

ゆ

ず

り

は

）

る

み

（

５

０

）…

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

。

エ

イ

ジ

レ

ス

モ

デ

ル

。

藍

田 

清

奈

（

あ

い

だ

　

せ

い

な

）

（

４

５

）…

る

み

の

カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

を

受

け

る

ク

ラ

イ

エ

ン

ト

。

せ

っ

か

ち

で

外

に

目

が

向

き

が

ち

な

会

社

員

。

奏

間

（

そ

う

ま

）

秀

夫

（

７

５

）…
カ

メ

ラ

マ

ン

。

商

店

街

理

事

長

。

写

真

店

の

店

長

。

奏

間 

徳

子

（

の

り

こ

）

（

６

５

）…

秀

夫

の

妻

。

元

美

術

教

師

。

白

本 

駿

（

し

ら

も

と

　

し

ゅ

ん

）

（

３

７

）…

写

真

店

向

か

い

の

本

屋

の

息

子

。

夢

も

や

る

気

も

な

い

フ

リ

ー

タ

ー

。

妖

精

た

ち

（

色

と

性

格

の

象

徴

を

持

つ

。

衣

装

は

自

由

）

イ

ス

ル

ア

（

淡

い

ピ

ン

ク

色

）…

妖

精

グ



ル

ー

プ

の

中

心

的

存

在

。

愛

と

調

和

の

象

徴



シ

エ

ル

（

明

る

い

青

色

）…

冷

静

で

落

ち

着

い

た

性

格

。

思

慮

深

く

理

性

的

。



チ

ー

ル

（

温

か

な

黄

色

）…

元

気

で

陽

気

、

楽

観

的

な

ム

ー

ド

メ

ー

カ

ー

。



プ

ラ

テ

（

深

緑

色

）…

上

品

で

丁

寧

。

強

い

信

念

と

芯

の

強

さ

を

持

つ

。

通

行

人

１…

る

み

の

変

化

を

映

す

街

の

人

々

。

妖

精

と

兼

任

も

可

。

通

行

人

２…

通

行

人

１

と

同

様

。

※

参

考

ま

で

に

名

前

を

考

え

て

お

り

ま

す

（

演

出

の

判

断

で

ご

使

用

く

だ

さ

い

）

通

行

人

１

（

沙

良

（

さ

ら

）

／

剣

斗

（

け

ん

と

）

）

通

行

人

２

（

伶

（

れ

い

）

／

哲

秀

（

て

っ

し

ゅ

う

）

）

【

備

考

】



妖

精

お

よ

び

通

行

人

の

人

数

は

、

兼

任

な

ど



【

あ

ら

す

じ

】

　

「

人

の

た

め

に

生

き

な

け

れ

ば

」

と

心

を

す

り

減

ら

し

な

が

ら

、

日

々

を

過

ご

し

て

き

た

カ

ウ

ン

セ

ラ

ー

・

譲

羽

る

み

。

　

相

談

者

の

怒

り

を

受

け

止

め

、

共

感

し

、

寄

り

添

う

毎

日

。

し

か

し

心

の

ど

こ

か

で

は

、

叫

ん

で

い

た

―
―「

私

は

、

誰

の

ゴ

ミ

箱

で

も

な

い

」

　

あ

る

夜

、

疲

れ

果

て

た

る

み

の

前

に

現

れ

た

の

は

小

さ

な

花

と

妖

精

た

ち

。

　

彼

女

た

ち

は

静

か

に

問

い

か

け

る

。

「

あ

な

た

の“

色”

は

、

ど

こ

へ

行

っ

た

の

？

」

　

色

を

な

く

し

た

街

。

モ

ノ

ト

ー

ン

の

服

に

身

を

包

み

、

感

情

を

抑

え

て

生

き

る

人

々

。

る

み

は

思

い

出

そ

う

と

す

る

。“

自

分

だ

け

の

色”

“

本

当

に

や

り

た

か

っ

た

こ

と”
―
―

心

の

奥

に

眠

っ

て

い

た

夢

。

そ

れ

は

、

年

齢

も

常

識

も

超

え

て

、

「

エ

イ

ジ

レ

ス

モ

デ

ル

」

と

し

て

命

を

ま

っ

す

ぐ

に

表

現

す

る

こ

と

だ

っ

た

。

　

自

己

満

足

と

し

か

言

わ

れ

な

い

よ

う

な

孤

独

な

挑

戦

。



　

冷

た

い

視

線

、

葛

藤

、

不

安

の

な

か

で

、

そ

れ

で

も

進

も

う

と

す

る

る

み

。

　

妖

精

に

導

か

れ

た“

色

の

世

界”

で

彼

女

は

気

づ

く

。

す

べ

て

の

色

は

、

も

う

す

で

に

、

自

分

の

中

に

あ

っ

た

こ

と

。

そ

し

て

そ

の

色

た

ち

は

、

響

き

合

い

な

が

ら

、

希

望

に

満

ち

て

い

る

と

い

う

こ

と

に

。

　

る

み

の

一

歩

が

、

小

さ

な

色

と

な

っ

て

街

を

彩

り

は

じ

め

る

。

　

カ

メ

ラ

マ

ン

の

老

夫

婦

。

夢

を

諦

め

か

け

た

青

年

か

つ

て

の

ク

ラ

イ

エ

ン

ト

。

　

色

は

静

か

に

、

確

か

に

、

人

か

ら

人

へ

と

伝

わ

っ

て

い

く

。

　

こ

れ

は

、

「

自

分

ら

し

く

生

き

る

こ

と

」

か

ら

始

ま

る

、

小

さ

な

革

命

の

物

語

。

　

無

理

に

誰

か

の

た

め

に

な

る

の

で

は

な

く

、

自

分

が

自

分

ら

し

く

生

き

る

こ

と

で

、

周

囲

に

希

望

を

灯

し

て

い

く

。

　

す

べ

て

の

色

は

、

あ

な

た

の

中

に

あ

る

。

　

想

い

出

し

て

、

楽

し

ん

で

。

　

せ

っ

か

く

生

ま

れ

て

き

た

ん

だ

か

ら

。



〇

カ

ウ

ン
セ

リ

ン
グ

ル

ー

ム

壁

に

ド

レ

ス
の

デ

ザ

イ

ン
画

が

飾

ら

れ

て

い

る

。

譲

羽

る

み

（
５

０

）
、
藍

田

清

奈

（
４

５

）

（
ク

ラ

イ

エ
ン
ト

）
、
対

面

し

て

座

っ
て

い
る

共

に

モ

ノ
ト

ー

ン
の
服

。
清

奈

、
興

奮

し

た

様

子

。

 

藍

田

清

奈

「
こ

ん

な

こ

と

言

う

ん

で

す

よ

！

　
ひ

ど

く

な

い
で

す

か

？

　
絶

対

に

あ

の
人

を

反

省

さ

せ

た

い
ん

で

す

！

」

譲

羽

る

み

「
お

辛

い
で

す

よ

ね…
…

。
た

だ

、
こ

ん

な

ふ

う

に

も

考

え

て

み

ま

せ

ん

か

？

」

清

奈

「
（
怒

り

と

共

に

）
も

う

、
十

分

考

え

て

き

ま

し

た

！

　
変

わ

る

の
は

あ

っ
ち

で

し

ょ
？

　
先

生

な

ら

分

か

っ
て

く

れ

る

と

思

っ
た

の

に

！

」

ア

ラ

ー

ム

の

音

。

清

奈

「
え

っ
、
も

う

時

間

？

　

…
…

ま

、
少

し

ス
ッ
キ

リ

し

た

か

ら

い
っ
か

。
（
甘

え

る

よ

う

に

）
ま

た

、

先

生

に

お

願

い
し

た

い
で

す

」

る

み

、
引

き

つ
っ
た

笑

顔

。
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